
 

  



 

  



 



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

 

 

 



こじゃんと言う介 vol.11（令和３年７月９日） 

 

暑くなってまいりました。皆様お元気でしょうか？ 

● 陸上自衛隊 新隊員男子は松山駐屯地、高知駐屯地、女子は滋賀県大津駐屯地で４

月から新隊員教育を受けていました。この６月下旬にそれぞれ教育を修了しました。 

 小官は３つの修了式に出席し、新隊員たちの日焼けし逞しく元気な様子を確認して

きました。入隊式の時には不安そうだった者も明るくなって別人です。３ヶ月の訓練

の感想を尋ねたところ、ほとんど「楽しかった」と答えます（ホント﹗﹖）「でも、

きつかったやろう？」と質問すると「徒歩行進訓練がきつかった」「戦闘訓練！匍匐

が苦手や」と様々です。「自衛隊選んでよかった？」と訊ねると、みんな「良かっ

た！」と言います。 

彼らは 7 月１日には専門の職種を指定され、主として四国、一部中国、関西地方の

各地の部隊に配属になります。遠くは北海道、オホーツク海サロマ湖近くの遠軽駐屯

地や千歳空港近くの南恵庭駐屯地の部隊に行く者もいます。若い時に知らない土地を

見ておきたいようです。みんな希望の職種と任地が叶えられたということでした。彼

らは９月下旬ごろまで専門の職種教育を受けることになります。 

● 先日７月２・３・４日に護衛艦「とね」と陸上自衛隊装備をもって高知新港で広報

イベントを行いました。連日の雨を覚悟していましたが、皆様の祈りが天に通じたの

か３日とも雨もなく、２千名を越えるお客様にお越しいただきました。本当にありが

とうございました。 

● 来春卒業見込みの高校生をメーンとした航空学生、一般曹候補生、自衛官候補生、

防衛大学校、防衛医科大学校（医学科/看護科）の志願受付を開始しました。多くの皆

様の志願をお待ち申し上げております。 

 

暑さはこれからが本番です。皆様ご自愛ください。 



こじゃんと言う介 vol.12（令和３年８月１７日） 

 

先日８月１５日、護国神社での慰霊鎮魂祭に参加してまいりました。 

７６回目の終戦の日となります。 

鎮魂祭の中で宮司により、昭和大帝の終戦の詔勅が奉読されました。 

朕深ク世界ノ大勢ト帝國ノ現狀トニ鑑ミ 非常ノ措置ヲ以テ時局ヲ收拾セムト欲シ 玆ニ忠良ナル

爾臣民ニ吿ク                                      

朕ハ帝國政府ヲシテ 米英支蘇四國ニ對シ 其ノ共同宣言ヲ受諾スル旨通吿セシメタリ 

抑〻 帝國臣民ノ康寧ヲ圖リ 萬邦共榮ノ樂ヲ偕ニスルハ 皇祖皇宗ノ遺範ニシテ 朕ノ拳々措カサ

ル所 曩ニ米英二國ニ宣戰セル所以モ亦 實ニ帝國ノ自存ト東亞ノ安定トヲ庻幾スルニ出テ 他國

ノ主權ヲ排シ領土ヲ侵スカ如キハ 固ヨリ朕カ志ニアラス 然ルニ交戰已ニ四歲ヲ閱シ 朕カ陸海

將兵ノ勇戰 朕カ百僚有司ノ勵精 朕カ一億衆庻ノ奉公 各〻最善ヲ盡セルニ拘ラス 戰局必スシモ

好轉セス 世界ノ大勢亦我ニ利アラス加之 敵ハ新ニ殘虐ナル爆彈ヲ使用シテ 頻ニ無辜ヲ殺傷シ

慘害ノ及フ所眞ニ測ルヘカラサルニ至ル 而モ尙交戰ヲ繼續セムカ 終ニ我カ民族ノ滅亡ヲ招來ス

ルノミナラス 延テ人類ノ文明ヲモ破却スヘシ斯ノ如クムハ 朕何ヲ以テカ億兆ノ赤子ヲ保シ 皇

祖皇宗ノ神靈ニ謝セムヤ 是レ朕カ帝國政府ヲシテ共同宣言ニ應セシムルニ至レル所以ナリ 

朕ハ帝國ト共ニ 終始東亞ノ解放ニ協力セル諸盟邦ニ對シ 遺憾ノ意ヲ表セサルヲ得ス 帝國臣民

ニシテ戰陣ニ死シ 職域ニ殉シ 非命ニ斃レタル者及其ノ遺族ニ想ヲ致セハ 五內爲ニ裂ク 且戰傷

ヲ負ヒ 災禍ヲ蒙リ 家業ヲ失ヒタル者ノ厚生ニ至リテハ 朕ノ深ク軫念スル所ナリ 惟フニ今後帝

國ノ受クヘキ苦難ハ固ヨリ 尋常ニアラス爾臣民ノ衷情モ朕善ク之ヲ知ル 然レトモ朕ハ時運ノ趨

ク所 堪ヘ難キヲ堪ヘ忍ヒ難キヲ忍ヒ以テ 萬世ノ爲ニ太平ヲ開カムト欲ス 

朕ハ玆ニ國體ヲ護持シ得テ 忠良ナル爾臣民ノ赤誠ニ信倚シ 常ニ爾臣民ト共ニ在リ 若シ夫レ情

ノ激スル所 濫ニ事端ヲ滋クシ 或ハ同胞排擠互ニ時局ヲ亂リ爲ニ大道ヲ誤リ 信義ヲ世界ニ失フ

カ如キハ 朕最モ之ヲ戒ム 宜シク擧國一家子孫相傳ヘ 確ク神州ノ不滅ヲ信シ 任重クシテ道遠キ

ヲ念ヒ 總力ヲ將來ノ建設ニ傾ケ 道義ヲ篤クシ 志操ヲ鞏クシ 誓テ國體ノ精華ヲ發揚シ 世界ノ

進運ニ後レサラムコトヲ期スヘシ 爾臣民其レ克ク朕カ意ヲ體セヨ 

現代語訳はネット上に様々なものがありますからご確認ください。 

 

昭和大帝は私達に「挙国一家」とおっしゃられました。恐れ多いことですが、明治大帝が西洋物

質文明に影響される国民の心をご心配になられ、お示しになった教育勅語の精神、すなわち国全

体が家族のような共同体であるべきことを、昭和大帝も改めてお示しになられ、国の復興に檄を

飛ばされたと拝察します。 

護国神社に祀られた郷土の英雄は、共同体である国を守るため（家族を守るためと同じと考えま

す）、様々な思いを捨てて出征され戦い亡くなられました。 私たちの今があるのも、これからが

あるのも、戦没した英雄たちのお蔭です。  

戦後は戦前に比べて（物質的に）とても豊かになりました。しかし、物欲に惑わされ、英雄たち

が守ろうとしたものを守れていないのではないか、昭和大帝がお示しになった意を体せていない

のではないか。改めて自らを省みた終戦の数日でした。 

追伸 破線下線部の字句に関して『安岡正篤と終戦の詔勅』を参考にされてみて下さい。 



 

  

こじゃんと言う介 vol.13（令和４年１月１日） 

 

新年明けましておめでとうございます 

 

旧年中は、高知県の皆様に大変お世話になりました。心から感謝を申し上げます。 

 

国内の COVID-19の感染や景気動向、我が国周辺を見ればこれまでになく厳しい軍

事情勢。年号が令和に替わって、令和の由来が万葉集に出てくる梅花の歌であり、春

を呼ぶ梅の香りのような時代を期待したのですが・・・・。とにかく乗り切っていく

しかないですね。頑張りましょう！ 

  

 高知地方協力本部の令和３年度の事業は、自衛官募集については陸・自衛官候補生

を引き続き募集中です。皆さまへの広報イベントは例年２月頃に艦艇見学などを行っ

ていましたが今年はありません。しかし、ちょっと寂しいのでＪＲ高知駅北口の広場

で簡単なイベントを考えています。（日時はホームページやツイッターでお知らせ） 

  

 本年もどうか、よろしくお願い申し上げます。 

 寒さは、まだまだ深まります。ご自愛ください。 

 

令和四年 元旦 



 

こじゃんと言う介 vol.14（令和４年３月１０日） 

 

令和３年度最終月も中旬になりました。いかがお過ごしでしょうか？ 

日差しも春めいてきましたが、COVID-19はまだ続いています。 

 

本年度の募集は、入隊・入校約８０名となりそうです。例年、入隊意思が維持され

るよう、入隊後の生活環境などを知るため基地や駐屯地の見学を行うのですが、

COVID-19によってキャンセルとなっています。 

昨年度は実施できた、入隊・入校者激励会（高知県防衛協力会などの協力団体の主

催、高知県共催）も、残念ながら今年度は中止が決定しています。そこで、まもなく

入隊・入校する皆様とご家族の皆様に、昨年の激励会で小生が自衛官の代表の一人と

して述べた激励をお伝えしたいと思います。（例年、本部長は参列のみです） 

_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ 

 

高知県自衛隊入隊・入校激励会が挙行されるにあたり、入隊・入校される皆さんに心

からお祝いを申し上げます。 

 今日、若々しい皆さんの姿に接し、高知県の自衛官を代表として、また高知県出身の

自衛官として誠に心強く感じるとともに、自衛官への道、防衛の務めへの道を選んでも

らえたことに心から感謝致します。 

 

 「南国土佐を後にして、中支に来てから幾歳（いくとせ）ぞ ♫ 」 

 

若い皆さんは聞いたことがないかもしれません。女性歌手ペギー葉山さんが歌いヒ

ットした昭和の歌です。昭和１４年１９３９年、現在の朝倉高知大学にあった高知駐屯

地で陸軍歩兵第２３６連隊が編成されました。鯨部隊ともいわれた連隊の主力は高知

県出身者です。昭和１４年から終戦の翌年までの約６年間、中支、中国大陸の揚子江流

域に派遣され活躍をしました。この歌の歌詞とメロディーは２３６連隊の兵士に歌わ

れていたものが元になっています。多くの兵士が長い過酷な戦いに倒れましたが、郷土

の先輩たちは、父・母、姉・妹・弟、そして妻や子供たち、この人たちが平和に生活し

成長することを願って戦い、遥か中国大陸から故郷を思い出してこの歌を歌ったので

す。 

 

 戦後、自衛隊の前身である警察予備隊、海上警備隊、保安隊にも高知県から多くの先

輩が入隊しています。ある先輩は、香川県善通寺で入隊し教育を受けた後、北海道・小

樽の南にある倶知安に配属され、初めての雪の中での訓練、初めてのスキー、寒さ、年

末年始の休暇は夜行列車で３、４日かかり、高知で一泊したら直ぐ北海道に帰ったそう

です。 

  

今、この時にも高知県出身の自衛官は、遠く高知を離れアフリカの基地で、あるいは 



 

  

南シナ海、東シナ海の潜水艦、護衛艦の上で、あるいは地下のオペレーションルーム

の中で、海、空、サイバー空間、電磁波空間での、他の国からの脅威に対して不断の警

戒と監視を行い、また世界の平和と安定に寄与する任務に従事しています。 

  

みなさんは高知県の代表として、我が国の平和と独立を守る、防衛の務めに加わるこ

とになります。皆さんの多くは、初めて高知を離れ、経験したことのない自衛隊の生活

に入ります。厳しいと思います。５月の連休が待ち遠しいと思います。防衛の務めは自

分の成長の実感や仲間との絆、国民からの感謝の言葉など良いこともあります。しかし

全く楽なものではありません。辛い時、苦しい時は、高知の明るい青空を思い出しまし

ょう。夏の暑さ、よさこい祭りの熱気を思い出して、明るく元気に頑張っていきましょ

う。 

 

ご家族の皆様、大切に育てられたお子様を送り出そうと考えられたことに、心から感

謝申し上げます。ご子息、ご令嬢は来月には、これまでと全く違った生活の中で防衛の

務めに向って進みはじめます。これからも寄り添い、支えとなっていただくことをお願

い申し上げます。 

 

最後になりましたが、本日このような激励会を主催していただいた山元会長をはじ

め高知県防衛協会、高知県自衛隊家族会、高知県隊友会、高知県自衛隊退職者雇用協議

会の皆様、また平素から自衛官募集にご協力を頂いている浜田知事をはじめ県庁、市町

村の皆様に対しまして、高知県で働く自衛官を代表し心より感謝申し上げます。 

入隊・入校のみなさんの健闘と活躍を祈念して、激励の言葉と致します。 



 

こじゃんと言う介 vol.15(令和４年４月１９日) 

 

 

こんにちは、いかがお過ごしでしょうか？ 

国際情勢と我が国周辺情勢は予断を許さない厳しい状況です。 

 

令和３年度の募集の採用者の入隊が４月１１日をもって完了しました。皆様へのご

報告が遅れ申し訳ありません。お陰様で、高知県から約８０名が入隊・入校となりま

した。ご協力ありがとうございました。令和３年度は、喜ばしいことに陸上自衛隊高

等工科学校へ入校していただくことができました。本当に久しぶりです。 

 

高等工科学校は、将来陸上自衛隊において、高機能化・システム化された装備品を

駆使・運用するとともに、国際社会においても自信をもって対応できる自衛官となる

者を養成し教育する学校です（１５歳以上１７歳未満の方を募集）。高校３年間プラ

スの期間で高校のカリキュラムと陸上自衛隊で必要とする教育を行っています。神奈

川県武山駐屯地にあって、全寮制、学費は不要で学生手当が支給されます。 

 

本年度の募集は既に始まっており、大学卒業生を対象とする一般幹部候補生は５月

連休前に第１回の試験があり、募集締め切りは目前です。ご関心のある方はご連絡下

さい。 

また、５月１日（１１：００～、１４：００～）、秦南のイオン高知で、海上自衛

隊呉音楽隊によるミニコンサートを予定しています。皆さまのご来場をお待ちしてい

ます。 

 


